
 

 

 わたしも作ったよ！    

 
○二毛作栽培について‥所得アップに向けた取り組みを紹介します！ 

・えだまめ＋カリフラワー編 （露地 10ａ当り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

えだまめ 品種：湯上り娘、味風香等   カリフラワー 品種：ホワイトパラソル、バロック等（○：は種、△：定植、■：収穫） 

品  目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

えだまめ 

カリフラワー 

 

  

 
    

     

●導入の目安（露地 10ａ・水田活用型）    ●出荷量・販売金額 

経費項目 金額 算出根拠 

種苗費 21,000 円 種代 

肥料費 50,000 円 化成肥料 

農薬費 23,000 円 殺虫・殺菌剤 

諸材料費 28,000 円 培土・セルトレー等 

出荷経費 110,000 円 資材・手数料 

合計 232,000 円  

●所得 

445,000円（販売）＋105,000（補助金）－232,000円（経費）＝318,000円 

●栽培農家の声 
転作田を活用し、えだまめ（前作）とカリフラワー（後作）の二毛作栽培を行った。 

 カリフラワー栽培では、育苗から定植後の高温対策や適期防除で目立った食害もなく、肥大も順調で出荷を迎えた。 

  次年度は毎日１０箱以上の出荷を目指し、播種時期の調整や作付面積の拡大を予定している。 

 

 

 園芸情報№５（H2８･２月号）   阿賀野市農業振興協議会 

                          

－二毛作導入事例―

―栽培農家募集－ 

品目 出荷量 販売金額 労働時間 

えだまめ 360 ㎏ 260,000 円 64 時間 

カリフラワー 1,100 ㎏ 185,000 円 106 時間 

※労働経費を含まない ※労働時間は県指標 

 ●補助事業（今年度） 
○市  水田活用産地交付金（ｶﾘﾌﾗﾜｰ 10a 栽培）５万円 

○市  園芸産地化支援事業（ｶﾘﾌﾗﾜｰ 10a 栽培）２.５万円 

ＪＡ 園芸振興助成金（ｶﾘﾌﾗﾜｰ・えだまめ 10a 栽培）３万円 

⇒合計445,000円 

★ＪＡ・農林課・普及センターでは、様々な品目の栽培指導や支援を行うなど、園芸生産をサポートしています。

ご興味がある方は下記までお問い合わせ下さい。

【お問い合わせ先】○ＪＡ北蒲みなみ 営農課（五十嵐・樋口） TEL62-2235 ○ＪＡ北蒲みなみ 営業店資材センター（本多）TEL62-2134

○ＪＡ北蒲みなみ 安田支店 （高山） TEL68-3622 ○ＪＡ北蒲みなみ 京ヶ瀬支店（狩谷・斉藤） TEL67-2121

○ＪＡささかみ 本所営農課（荒木・石山） TEL62-2410【代表】 TEL25-7252【営農課直通】

○新発田農業普及指導センター（野菜） TEL0254-26-9156 （花・果樹）TEL0254-26-9155

○阿賀野市農林課農林振興係（直通） TEL61-2478



 
 
○おけさ柿編 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

◆お問い合わせ先 担当：JA ささかみ 営農課 荒木・石山  

電話：62-2410（代表）、25-7252（営農課直通） 

 

                        

 

 

 

 

 

柿 品種：刀根早生、平核無  作業スケジュール 

品  目 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 

 柿 
   

  

 
    

  

○いちじく編  品種：桝井ドーフィン 

 

 

●いちじく栽培の特徴 ※成園試算（３年目以降）露地栽培  

・１０a 当たりの所得が 30～35 万円‥安定した価格（525 円/kg）。また、成園まで 3 年と比較的短期間。 

・初心者でも簡単‥栽培が単純で仕立てやすく軽作業中心。年配者や女性に向く品目。 

             ただし、作付初年度は防風・防鳥網等の囲いを設置するため、初期投資が必要。 

・稲刈り前の時間を有効活用‥稲刈り前の早朝から 10 時頃まで収穫調整、作業の重複が少ない。 

市内笹神地区ではおけさ柿栽培が盛んで、全国的にも珍しいアルコール脱渋１００％で渋抜

きし、鮮やかな色と上品な甘さに仕上げた果実は、県内外の消費者に人気があります。 

この度、産地活性化を図るため、次郎丸地区の柿園地を活用して、新規栽培者を募集いたし

ます。 

栽培に必要な技術や知識は、ベテラン生産者が作業ごとに丁寧に指導してくれますので心配

ありません。（各月２回の現地個別指導を実施予定） 

また、平成２４年度に増設した脱渋施設は、品質向上及び規格外品の減少で、所得アップに

つながりました。おけさ柿栽培してみませんか？ 

 

剪定 刀根早生収穫 平核無収穫 摘果 摘蕾 霜対策 剪定 

ここ数年で栽培者が増え、平成２７年産は初めて南部予冷センターから出荷されました。 

労力・所得など魅力的な要素が多いので取組みが増えています。 

基肥 新梢管理 新梢管理 礼肥 


